







『ガリヴァー旅行記』 の作者) によれば ｢世界で









自の英語がある｡ ｢英語｣ を英語で ｢イングリッ
シュ｣ と言うくらいだから､ イングランドのそれ
が ｢標準｣ なのかと言えば､ 話はそれほど単純で
はない｡ イングランドの中にも気が遠くなるほど
多くの方言があるのだ｡
イングランドの方言には ｢縦｣ と ｢横｣ がある｡









グリッシュ｣ イコール ｢標準語｣ ということには
ならない｡ ｢模範的な英語｣ の代名詞とよく言わ
れる ｢英語｣ もまた､ のアナウンサー
が話す ｢特殊な｣ 英語だ｡ 例えば ｢プライヴァシー｣
を ｢プリーヴァシー｣ と発音したり､ 朝のニュー
スでの挨拶が	だっ
たりする｡ 一方 ｢横の方言｣ とは言うまでもなく
地理的な方言のことで､ 実は ｢縦の方言｣ と ｢横


















である｡ かつては ｢デヴォンシャー｣ と呼ばれて










してすべて ｢～｣ ｢～	｣ になる｡ ｢－	－



























































たとえば ｢見る｣ () の過去形・過去分詞形は

















ニーでは二重母音 ｢エイ｣ は ｢アイ｣ になるが
(したがって 『マイ・フェア・レイディ』 という
タイトルには ｢わが麗しの淑女｣ という意味の裏
に ｢メイフェア (ロンドンの高級住宅街) をマイ
フェアと発音する姉ちゃん｣ という意味が隠され
ている)､ デヴォン方言では二重母音 ｢エイ｣ は
長母音 ｢アー｣ になる｡ また語中の長母音 ｢イー｣
が ｢エイ｣ と発音される｡ したがって	は
｢カーク｣､	
(花粉症) は ｢アー・ヴェ











ション｣､ 	を ｢ボート｣ と書いて平気な顔
をしているが､ 前者は正しくは ｢コミュニケイショ
ン｣､ 後者はあまり正しくないが強いて言えば






のか ｢荷物｣ なのか､ ｢道｣ なのか ｢乗った｣ の
かよくわからない｡ なぜ唐突にこんな話をするか
と言うと､ デヴォン方言では二重母音 ｢オゥ｣ が
長母音 ｢オー｣ になってしまうので､ 日本人的カ
タカナ表記にとっては都合がよいのである｡ たと
えばは本当は ｢オゥルド｣ でなければなら
ないが､ デヴォン方言なら ｢オールド｣ でよい｡
｢ホーム｣ () は正しくは ｢ホゥム｣ でなけ


















ればならない｡ 語頭の ｢エ｣ は必ず ｢イ｣ か ｢ア
エ｣ のいずれかになってしまうので､ は
｢アエンド｣､ 





になる｡ したがっては ｢ピット｣､ 	は
｢ジン｣ と発音される｡ 同様に
は ｢ビー｣





など) がに置き換わり､ 数字の ｢３｣ が
になったり､ デヴォン地方にもよくある ｢草葺き
屋根の家｣ () が ｢ダッチト・
コティッジ｣ になったりする｡ ｢アザミ｣
() はデヴォン西部では ､ 東部で
はになる｡ また語頭､ 語尾のは脱






てになり､ 例えばは ｢アクス｣ と発音
される｡ さらには､ (おそらくは) 聞き間違いが
そのまま定着したとしか思えない語彙がいくつか
ある｡ 例えば ｢原稿｣ (	) が ｢熱狂者の





が ｢鉱山発掘友達｣ ()､ ｢先祖｣
(	) が ｢伯母姉妹｣ (	)､ ｢兆
候｣ () が ｢ツェツェ蠅的大馬鹿野郎｣























る形容詞で ｢よそ行きの｣ という意味である｡ こ
れはつまり #		ということで
あり､ ｢日曜日に朝の礼拝に行くための｣ という
意味を表わす｡ 田舎の小さな村の人たちは日曜日
の朝にはたいてい教会に行くのであり､ 教会に行
くときにはそれなりにちゃんとした服装で行くこ
とから､ このような意味になったのである｡
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